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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第46期第２四半期
累計期間

第46期第２四半期
会計期間

第45期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 64,288 32,028 134,430

経常利益 (百万円) 4,183 2,166 9,334

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,281 1,203 5,263

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) ― 5,022 5,022

発行済株式総数 (株) ― 33,004,372 33,004,372

純資産額 (百万円) ― 71,894 70,321

総資産額 (百万円) ― 86,967 87,968

１株当たり純資産額 (円) ― 2,179.74 2,132.03

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 69.16 36.49 159.59

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 17.5 17.5 40.0

自己資本比率 (％) ― 82.7 79.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,152 ― 9,328

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,043 ― △8,276

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △675 ― △1,224

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 11,467 13,034

従業員数 (名) ― 1,233 1,168

(注) １　当社は四半期連結財務諸表及び連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結会計期間等に係る主要　

　 な経営指標等の推移については、記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益について、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性がないため、記載　

を省略しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 1,233　(398)

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、パートタイマーの人数で、月間所定労働時間を基準に算出した当第２四半期会計期間

の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。
　
　

(2) 仕入実績

当第２四半期会計期間における仕入実績を商品分類別に示すと、次のとおりであります。

商品分類 仕入高(百万円)

切削工具 1,718

生産加工用品 2,414

工事用品 2,553

作業用品 4,607

ハンドツール 4,360

環境安全用品 3,088

物流保管用品 3,691

研究管理用品 1,173

オフィス住設用品 1,914

その他 68

合計 25,590

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　金額は仕入価格によっております。
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(3) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を商品分類別に示すと、次のとおりであります。

商品分類 販売高(百万円)

切削工具 1,636

生産加工用品 2,837

工事用品 3,193

作業用品 6,039

ハンドツール 5,402

環境安全用品 4,180

物流保管用品 4,687

研究管理用品 1,493

オフィス住設用品 2,469

その他 87

合計 32,028

(注) 　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当第２四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。な

お、前年同期との比較は行っておりません。

(1)経営成績の分析

当第２四半期会計期間（平成20年７月１日～平成20年９月30日）におけるわが国経済は、米国のサブ

プライムローン問題に端を発した金融環境の悪化や原油・原材料価格の上昇の影響により、依然として

先行き不透明な状況で推移しました。

　国内製造業を中心としたモノづくり現場においては、底堅い基調で推移したものの、企業収益の減少と

景気先行きに対する不透明感により、設備投資や生産活動に対する慎重な姿勢が強まりました。

　このような環境下でファクトリー・ワーカーズルートでは、少量多品種・多頻度の商品ニーズに的確に

お応えするために、“ＰＲＯ　ＴＯＯＬ”に絞った取扱商品の拡充と在庫アイテムの増強に取り組み、自

動受注システムを活用することにより、お客様の利便性を高めた営業活動を展開しました。ＨＣルートで

は、前事業年度に実施した選択と集中政策及び取引条件の見直しによる取引縮小等の影響下で、“ＰＲＯ

　ＴＯＯＬ”に特化した効率的な営業活動を展開しました。

　その結果、当第２四半期会計期間における全体の売上高は320億28百万円となりました。

　利益面につきましては、ナショナルブランド商品の売上総利益率の改善とＨＣルートにおける選択と集

中政策及び取引条件の見直しに伴い、売上総利益率が21.4%、売上総利益は68億42百万円となりました。
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一方で販売費及び一般管理費は、物流拠点の拡充並びに基幹システム及び物流システムの連携強化を

可能にするソフトウエアの導入による減価償却費の増加により、46億61百万円となりました。

　以上の結果により、営業利益は21億80百万円、経常利益は21億66百万円となり、四半期純利益は12億３百

万円となりました。

　

[商品分類別の概要]

・切削工具

国内製造業における金属加工業の生産稼働率が低下傾向で推移する中、競争激化による影響もあり、

売上高は16億36百万円となりました。

・生産加工用品

国内における工作機械受注額が前年実績を下回る環境の中、当社の生産加工用品の売上高もそれに伴

う影響により、売上高は28億37百万円となりました。

・工事用品

ＨＣルートにおいては、取引関係の見直しによる売上高の減少がみられたものの、ファクトリールー

トにおける取扱商品の拡充と地域密着型の営業活動により、売上高は31億93百万円となりました。

・作業用品

ＨＣルートにおいては、取引条件の見直しによる売上高の減少がみられたものの、ファクトリー・

ワーカーズルートにおける堅調な市場環境と取扱商品の拡充効果により、売上高は60億39百万円となり

ました。

・ハンドツール

改正建築基準法の影響により需要が低下傾向で推移する環境下において、ＨＣルートにおける取引関

係の見直しによる電動工具・用品等の売上高の減少が大きく影響し、売上高は54億２百万円となりまし

た。

・環境安全用品

ＨＣルートにおいては、選択と集中政策及び一部の商品から撤退した影響により、売上高は減少しま

した。一方でファクトリー・ワーカーズルートにおいては、国内製造業における作業環境改善商品への

需要が引き続き好調に推移したため、全体としての売上高は41億80百万円となりました。

・物流保管用品

国内製造業における設備投資が減少傾向で推移する中、荷役用品などの一部に需要の高まりがみら

れ、売上高は46億87百万円となりました。

・研究管理用品

国内製造業における高付加価値化の流れの影響下において、研究開発への需要に高まりがみられたも

のの、設備投資が減少傾向で推移する中、売上高は14億93百万円となりました。

・オフィス住設用品

オフィス雑貨などの一部に需要の高まりがみられたものの、国内製造業における設備投資が減少傾向

で推移する中、全般的に需要が弱まり、売上高は24億69百万円となりました。

・その他

ＨＣルートにおける選択と集中政策による撤退商品の影響により、売上高は87百万円となりました。　
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(2)財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の財政状態の分析は次のとおりであります。なお、第１四半期会計期間末と

の比較を行っております。

[資産]

資産合計は、第１四半期会計期間末に比べ27億円12百万円増加の869億67百万円となりました。これ

は主として現金及び預金５億73百万円、棚卸資産４億４百万円の増加、プラネット東京新倉庫土地建物

取得費用等11億42百万円及び大阪本社ビル近隣の用地取得費用４億14百万円による固定資産の増加と

減価償却費６億59百万円の計上によるものであります。

[負債]

負債合計は、第１四半期会計期間末に比べ15億91百万円増加の150億73百万円となりました。これは

主として未払法人税等が13億10百万円、賞与引当金が４億63百万円増加したことによるものでありま

す。

[純資産]

純資産合計は、第１四半期会計期間末に比べ11億21百万円増加の718億94百万円となりました。これ

は主として四半期純利益12億３百万円の計上による利益剰余金の増加によるものであります。

　(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期末における現金及び現金同等物の残高は114億67百万円となりました。

当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。

[営業活動によるキャッシュ・フロー]

営業活動によるキャッシュ・フローは、26億19百万円の収入となりました。これは主として当四半期

会計期間における税引前四半期純利益が21億55百万円、減価償却費６億59百万円の計上及び棚卸資産

の増加４億４百万円によるものであります。

[投資活動によるキャッシュ・フロー]

投資活動によるキャッシュ・フローは、20億47百万円の支出となりました。これは主としてプラネッ

ト東京新倉庫土地建物取得費用等11億42百万円及び大阪本社ビル近隣の用地取得費用４億14百万円の

支出によるものであります。

[財務活動によるキャッシュ・フロー]

財務活動によるキャッシュ・フローは、未払配当金の戻入により１百万円の収入となりました。

　(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありませ

ん。
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　(5)研究開発活動

特記すべき事項はありません。

　(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社の事業ルートは、各々の販売チャネルの事業特性により異なる市場環境を有しております。ファク

トリールートにおいては、国内製造業における底堅い基調が継続しつつも、生産調整や設備投資抑制の動

きが顕著になるものと予想されます。また、ワーカーズルートにおいては、建設投資が減少する市場環境

で推移するものと予想されます。

　一方、ＨＣルートでは前事業年度に実施した選択と集中政策及び取引条件の見直しにより減収を見込ん

でおりますが、“ＰＲＯ　ＴＯＯＬ”に特化した効率的な営業活動を推進することによって、利益率の改

善を目指します。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

(1)前事業年度末に計画中であった中で、当第２四半期会計期間に完了したものは、次のとおりであり

ます。

プラネット滋賀の新設につきましては、平成20年７月に完了し、同月から業務を開始しております。

(2)重要な設備の新設等

当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等は、次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

設備の内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月 完了予定年月
 総額　　 (百
万円)

既支払額　　
(百万円)

プラネット東京
(川崎市川崎区)

土地・建物 1,214 1,114自己資金 平成20年９月 平成21年５月

　　　　(注)上記金額には、消費税は含まれておりません。

　

(3)重要な設備の除却等

当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却等は、次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

設備の内容 帳簿価額 売却予定年月

東大阪支店
(大阪府東大阪市)

土地・建物                    432 平成21年３月
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 57,190,000

計 57,190,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 33,004,37233,004,372

東京証券取引所
市場第一部
大阪証券取引所
市場第一部

―

計 33,004,37233,004,372― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　　　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 33,004 ― 5,022 ― 4,709
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社中山興産 兵庫県芦屋市平田町1-13 2,901 8.79

大同商事株式会社 大阪市天王寺区上本町６丁目8番26号 2,725 8.26

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目8-11 2,020 6.12

財団法人
中山視覚障害者福祉財団

神戸市中央区神若通５丁目3-26 2,000 6.06

小　津　浩　之 奈良県生駒市 1,212 3.67

小　津　　　勉 奈良県生駒市 1,180 3.58

関西商事株式会社 奈良県奈良市登美ヶ丘２丁目1番8号 1,179 3.57

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社

東京都港区浜松町２丁目11-3 984 2.98

中　山　哲　也 兵庫県芦屋市 934 2.83

中　山　注　次 兵庫県尼崎市 698 2.12

計 ― 15,837 47.99

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　2,020千株

　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　984千株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　21,200

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　　　　　

32,881,200
328,812 ―

単元未満株式
普通株式　　　　　

101,972
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 33,004,372― ―

総株主の議決権 ― 328,812 ―

(注)　「完全議決権(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株(議決権60個)含まれておりま

す。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
トラスコ中山株式会社

大阪市西区新町一丁目
34番15号

21,200― 21,200 0.06

計 ― 21,200― 21,200 0.06

(注)　株主名簿上は当社名義となっているが実質的に保有していない株式が100株(議決権1個)あります。なお、当該株式

数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」中に含めております。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月

　
　５月

　
　６月

　
　７月

　
　８月

　
　９月

最高(円) 1,6271,6521,6861,6301,6191,507

最低(円) 1,4661,5351,5261,5011,3901,343

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものを記載しております。

　

EDINET提出書類

トラスコ中山株式会社(E02701)

四半期報告書

12/24



３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係

る四半期財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がないため四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,477 13,044

売掛金 15,614 18,320

商品 18,180 16,778

繰延税金資産 756 781

その他 509 262

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 46,537 49,186

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 15,287 11,521

工具、器具及び備品（純額） 1,104 1,102

土地 16,578 15,438

建設仮勘定 884 4,079

その他（純額） 1,029 718

有形固定資産合計 ※
 34,885

※
 32,858

無形固定資産

ソフトウエア 3,090 3,414

その他 37 82

無形固定資産合計 3,128 3,497

投資その他の資産

投資有価証券 1,056 1,108

再評価に係る繰延税金資産 273 250

その他 1,119 1,096

貸倒引当金 △32 △30

投資その他の資産合計 2,416 2,426

固定資産合計 40,429 38,782

資産合計 86,967 87,968
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（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 9,612 11,062

未払金 1,097 1,813

未払費用 108 128

未払法人税等 1,869 2,227

賞与引当金 933 757

役員賞与引当金 24 －

その他 27 352

流動負債合計 13,674 16,342

固定負債

役員退職慰労引当金 166 166

その他 1,231 1,138

固定負債合計 1,398 1,304

負債合計 15,073 17,646

純資産の部

株主資本

資本金 5,022 5,022

資本剰余金 4,711 4,712

利益剰余金 63,580 61,942

自己株式 △42 △43

株主資本合計 73,271 71,633

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 87 118

土地再評価差額金 △1,464 △1,431

評価・換算差額等合計 △1,377 △1,312

純資産合計 71,894 70,321

負債純資産合計 86,967 87,968
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年９月30日)

売上高 64,288

売上原価 50,604

売上総利益 13,684

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 1,205

役員報酬 111

給料及び賞与 3,088

賞与引当金繰入額 933

福利厚生費 626

通信費 194

減価償却費 1,250

借地借家料 260

その他 1,828

販売費及び一般管理費合計 9,498

営業利益 4,185

営業外収益

受取利息 9

受取配当金 10

仕入割引 628

その他 92

営業外収益合計 741

営業外費用

売上割引 711

その他 30

営業外費用合計 742

経常利益 4,183

特別利益

固定資産売却益 4

特別利益合計 4

特別損失

商品評価損 84

固定資産除却損 15

固定資産売却損 3

その他 1

特別損失合計 104

税引前四半期純利益 4,084

法人税、住民税及び事業税 1,802

法人税等調整額 0

法人税等合計 1,803

四半期純利益 2,281
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【第２四半期会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
  至 平成20年９月30日)

売上高 32,028

売上原価 25,185

売上総利益 6,842

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 608

役員報酬 56

給料及び賞与 1,523

賞与引当金繰入額 463

福利厚生費 280

通信費 96

減価償却費 657

借地借家料 128

その他 845

販売費及び一般管理費合計 4,661

営業利益 2,180

営業外収益

受取利息 5

受取配当金 0

仕入割引 291

その他 45

営業外収益合計 343

営業外費用

売上割引 342

その他 15

営業外費用合計 357

経常利益 2,166

特別利益

固定資産売却益 1

特別利益合計 1

特別損失

固定資産除却損 11

固定資産売却損 0

その他 1

特別損失合計 12

税引前四半期純利益 2,155

法人税、住民税及び事業税 1,281

法人税等調整額 △329

法人税等合計 952

四半期純利益 1,203
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日　　　
  至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 4,084

減価償却費 1,254

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1

受取利息及び受取配当金 △20

有形固定資産除売却損益（△は益） 13

売上債権の増減額（△は増加） 2,704

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,401

仕入債務の増減額（△は減少） △1,450

未払消費税等の増減額（△は減少） △409

その他 △485

小計 4,293

利息及び配当金の受取額 15

法人税等の支払額 △2,155

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,152

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,088

有形固定資産の売却による収入 204

無形固定資産の取得による支出 △153

その他 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,043

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △2

自己株式の処分による収入 2

配当金の支払額 △675

財務活動によるキャッシュ・フロー △675

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,566

現金及び現金同等物の期首残高 13,034

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 11,467
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　会計方針の変更

(1)棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を第１四

半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変

更しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期累計期間の売上総利益、営業利益及び経常利益はそ

れぞれ37百万円減少し、税引前四半期純利益は122百万円減少しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　11,734百万円

※　有形固定資産の減価償却累計額　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　11,279百万円

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 11,477百万円

預入期間が３か月超の定期預金 　△10　〃

現金及び現金同等物 11,467百万円
 

　

(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20

年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 33,004,372

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 21,205
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３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月８日
取締役会

普通株式 676 20.5平成20年3月31日 平成20年5月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当第２四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当第２四半期会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月6日
取締役会

普通株式 577 17.5平成20年9月30日 平成20年11月21日 利益剰余金

　　　

　

(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

2,179円　74銭 2,132円　03銭

(注)１株当たり純資産額の算定上の基礎は、下記のとおりであります。

項目
当第２四半期
会計期間末

(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 71,894 70,321

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) ― ―

普通株式に係る純資産額(百万円) 71,894 70,321

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の
数(千株)

32,983 32,983

　

２．１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期累計期間

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 69円16銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　　　―

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、下記のとおりであります。

項目
当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日　
　至　平成20年９月30日)

四半期純利益(百万円) 2,281

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,281

普通株式の期中平均株式数(千株) 32,983
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第２四半期会計期間

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日 
　至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 36円49銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　　　―

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、下記のとおりであります。

項目
当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日 
　至　平成20年９月30日)

四半期純利益(百万円) 1,203

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,203

普通株式の期中平均株式数(千株) 32,983

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

第46期(平成20年４月１日から平成21年３月31日まで)中間配当については、平成20年11月６日開催

の取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株

主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　　　　１　配当の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　577百万円

　　　　２　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　 17円50銭

　　　　３　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成20年11月21日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成20年11月５日

トラスコ中山株式会社

取締役会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　丹　　治　　茂　　雄　　印　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　中　　山　　　　聡　　　印　　　　　　　　　　　　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているトラ

スコ中山株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第46期事業年度の第２四半期会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、トラスコ中山株式会社の平成20年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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